
















1977 年 4月－1981 年 3月  お茶の水女子大学文教育学部中国文学専攻（山登り
も）日中学院で中国語を学ぶ
1981 年 4月－1986 年 6月 三井物産株式会社中国室 事務職（乗馬部）





1988 年 4月－1990 年 3月    お茶の水女子大学大学院 人文科学研究科中国語学・
文学専攻修士課程修了
1990 年 4月－1994 年 3月 お茶の水女子大学大学院 比較文化研究科博士課程
1994 年 4月－1995 年 3月 お茶の水女子大学文教育学部中国文学専攻　副手
1995 年 4月－2003 年 3月 法政大学経済学部 助教授
2003 年 4月 法政大学経済学部 教授 （2016 年に至る）
2003 年 4月－2004 年 3月 北京大学中文系　訪問学者
第一商業高校　武蔵高校 立川高校で中国語講師
1992 年 4月－1995 年 3月 東京女子大学 非常勤講師
1993 年 4月－1994 年 3月 和光大学 非常勤講師
1994 年 4月－1996 年 3月 聖心女子大学 非常勤講師
1995 年 4月－1996 年 3月 早稲田大学 非常勤講師
1996 年 4月－1998 年 3月 駒澤大学 非常勤講師
1997 年 4月－1998 年 3月 お茶の水女子大学 非常勤講師
1998 年 4月－1999 年 3月 日本大学 非常勤講師
2000 年 4月－2000 年 9月  東京大学大学院・文学部 非常勤講師（三十年代大衆
文学論）
1988 年 11 月　 牧陽一と結婚　秋津、大宮盆栽町、西国分寺に住む。
1999 年 3月　 長男　牧十和誕生
2016 年 9月 28 日　午前 8時 23 分　他界
主要な業績
発表：都市小説として『啼笑因縁』を読む　お茶の水女子大学中国文学会例会　










































王安憶『長恨歌』―可愛的上海小姐　『季刊中国』 53 号 69-76, 1998 年 06 月
王安憶の長編『長恨歌』について上海という都市とその意味について考察した。




小説と映画化―張恨水『銀漢双星』の場合　『季刊中国』87号　2006 年 12 月
メロドラマの中の狂気 : 張恨水の代表作から　『法政大学多摩論集』 31 号 , 81-96, 
2015 年 03 月
最後の論文となりました。張恨水の代表作を取り上げ、狂気を軸に論じている。
書評：岸陽子著 , 早稲田大学出版部 , 『中国知識人の百年 文学の視座から』, 2004 年





新歳時記 春の巻 菜の花の思い出　『季刊中国』（84号）, 34-37, 2006 年 3月
新歳時記 夏の巻 海水浴『季刊中国（85号）, 36-39, 2006 年 6月
新歳時記 秋の巻 香山に登る『季刊中国』（86号）, 50-53, 2006 年 9月




訳 / 阪本ちづみ　2013 年 10 月 23 日　
艾未未のことば 9　芸術の啓発　インタビュー / Zoo Magazine」（2010 年、NO. 26）
訳 / 阪本ちづみ　2014 年 3月 18 日
艾未未のことば 10　変えていく力　インタビュー / ケイティ・ドノヒュー
Whitewall Magazine（2010 年 春号）訳 / 阪本ちづみ　2014 年 6月 7日
艾未未のことば 11　人権の現状がアーティストに与える影響　ヘルタ・ミュラー
との対話 2010 年 3月ケルン国際文学フェスティバル講座（司会：ミシェル・クルー
ガー）からの抜粋　訳 / 阪本ちづみ　2014 年 11 月 12 日
艾未未のことば 14：最大の変革　インタビュー / 艾暁明（アイ・シャオミン）











である。 全 238 頁中、北島作「旋律」（原題：旋律）、萬之作「雪―遠い風景」（原
題：遠方―雪）を担当 監修：宮尾正樹 共著者：栗山千香子、大西陽子、阪本ち
づみ、西野由希子、宮尾正樹
アジアの新世紀 第 3 巻 アイデンティティ—解体と再構成　岩波書店　2002 年 12月
東アジアの新鋭の論文集の訳。劉人鵬／丁乃非著　阪本ちづみ訳「同性愛嫌悪」
と含蓄・寛容の美学の翻訳。台湾の同姓愛文学とそれをとりまく社会の「無言
の寛容」について分析したもの。
アイ・ウェイウェイスタイル　現代中国の不良　牧陽一、浅見洋二、阪本ちづみ、
宮本真左美　勉誠出版　2014 年 2月
ISBN:978-4-585-27018-8　　
現代中国を代表するアーティスト、建築家艾未未の政治・芸術・公民運動につ
いてのインタビューの翻訳
所属した学会：日本中国学会会員　中国研究所所員　現代中国学会　お茶の水女
子大学中国文学会
ひとこと　　　牧陽一
　阪本ちづみは 1920、30 年代の中国大衆小説　張恨水作品の研究を中心に仕事を
進めてきました。それはイデオロギーに絡めとられた中国近代文学史を大衆の側
から書き換えることだったと思います。作品構造を都市構造、近代交通、映画、
メディア、近代建築、近代病理、ジェンダーから読み解く斬新な切り口による論
文は普遍的な読みの面白さを備えています。また同時に結末に至る哲学的思索は
論自身を魅力的な作品に仕上げています。また前近代と近代の狭間に揺れ動く作
品世界を動的に描写する論考は躍動感にも満ちています。さらに論考は文革後の
－ 11 －
阪本ちづみ先生　追悼文
実験的文学・芸術にもおよび、先駆的な論文を残しています。また最近の訳業は
中国における人権問題、民主化という観点にも繋がっていくでしょう。何を残し
たかよりも何に向かっていったのかという点でも阪本ちづみの存在は大きかった
と思います。（2016/11/22）
